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平成26年10月20日

　　　平成25年度まちづくりふれあいトークで
　　　出された質問や要望の対応状況について

【窪地区】

氷　　見　　市
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区分 № 項目 意見の内容 回答
対応可能性
と対応時期

（H26.9月見直し）

対応策または
不可能な理由等

２６年度担当部署

会場 1221 道路 安全安心のまちづくりには道路面の整
備が不可欠であり早急に対応してほし
い。２号線は現在工事中、１号線・４号
線・８号線の側溝改良をしていただきた
い。

当地区の側溝改良は、今年度は、市道窪２号線190ｍのうち、40ｍ
を整備中です。１号線（186ｍ）、４号線（96ｍ）、８号線（146ｍ）の整
備要望については、市全体の要望のなかで重要性の高いものか
らの整備となります。

■可能
□□対応済
□□年度内
□■次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

建設課
道の管理担当
30-7070

会場 1222 道路 園川堤防草刈り費に現在２０万円ほど
の経費がかかっており支援していただ
きたい。

現在、市が管理する河川での草刈については、夏の一斉清掃に
あわせて実施するなど、いずれの地区におきましても地元の皆様
のご協力により実施していただいています。要望にあります補助金
につきましては、難しいものがありますが、地域の環境を守るため、
今後もご協力いただきますようお願い申し上げます。
地域の環境を守るため、２６年度から草刈機の貸し出しをしており、
園地区にも利用していただいております。

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
■参考意見
□不可能

建設課
治水・治山担当
30-7071

会場 1223 土木 窪小学校から４１５号交差点付近まで
の環状南線のケヤキを、年２回剪定し
ていただきたい。

市道環状南線は、氷見市では数少ない、街路樹が整備されている
路線の一つです。落葉の季節には、雨にぬれると歩行者が滑りや
すくなったり、排水口へのつまりなど、地域の皆様にはご迷惑をお
かけしています。市としましては、落葉の時期の直前での剪定を実
施するなど、樹木へ与える影響なども考慮し、造園業者とも協議の
うえ、適切な維持管理に努めてまいりたいと考えています。

■可能
□□対応済
□□年度内
□■次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

建設課
道の管理担当
30-7070

会場 1224 土木 海岸道路より海よりの畑の排水路の出
口が、荒波で打ち上げられた流木や藻
屑で塞がれ排水できない。大変な労力
と費用（２５万円位）がかかる。市で対応
してほしい。

排水路の流木、土砂の撤去については、３月に実施しました。支
障がある場合は市へご連絡いただきますようお願いします。海から
の流木が排水路に流れ込まないように柵などの設置も考えられま
すが、景観に配慮する必要があります。

■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

建設課
治水・治山担当
30-7071
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区分 № 項目 意見の内容 回答
対応可能性
と対応時期

（H26.9月見直し）

対応策または
不可能な理由等

２６年度担当部署

会場 1225 土木 現在の排水は、十二町潟排水ポンプで
仏生寺川に放出しているが、増水時に
堤防超えも発生した。上田子、上泉、
柳田地区など上流の開発により、園川
への雨水の流入量が増大していると考
えられる。園川の山側の堤防が低く増
水時には溢れだし、床下浸水の被害が
懸念される。園地区の海抜は１ｍ位し
かない。
上流で園川に流れ込む水を泉川に流
すことができないか？西條地区で総合
的に検討してもらいたい。

市では南部地区浸水対策協議会において園川の協議も重ね整備
計画(案)を検討していますが、どの案も莫大な費用を要するものと
なっており、整備の着手には至っていません。泉川への分散排水
についても、この協議会において検討されましたが、泉川の河底
は園川より高く、また、泉川の改修断面の基礎となる流域面積の算
定には、園川の流域は算入されていないことから、泉川への分散
排水は困難です。
また、近年は温暖化の影響により大雨が多発しており、特に２５年6
月以降、たび重なる大雨に見舞われています。気象情報により大
雨が予測される場合には、十二町潟排水機場との連携を密にし、
排水機場のポンプを速やかにフル稼働できる体制をとっており、今
後もこうした体制を維持していきます。
市としましては、浸水被害を少しでも軽減することができる有効な
対策を検討していきたいと考えています。

■可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□■未定
□参考意見
□不可能

泉川への分散排水については、泉
川の河底が園川より高いこと、ま
た、泉川の改修断面の基礎となる
流域面積の算定に、園川の流域が
算入されていないことから、困難と
思われます。堤防の嵩上げについ
ては、現地を調査し対策を検討し
たいと考えています。
今後も、浸水被害を少しでも軽減
することができる有効な対策を検討
します。

建設課
治水・治山担当
30-7071

会場 1226 都市計
画

この地域は住宅の新築が進んでおり、
農地がだんだん宅地になっている。新
しい道路が完成すれば、更に宅地化が
進むと考えられます。無計画に畑の宅
地化が進んでいる。
①市で計画をたてていただければあり
がたい。

①都市計画道路氷見伏木線は、平成２８年度完成を目途に事業
が実施されています。この道路より海側の土地については、ご指摘
のとおり、畑地に住宅が点在している状況です。この地域は、都市
計画マスタープランでは、用途の指定されていない農振農用地と
なっており、営農環境の保全、宅地化の抑制を図ることが望ましい
地域ですが、地域の同意を経て、農地転用がなされ、点在的に宅
地化されていることも事実です。
もうすぐ都市計画道路氷見伏木線が完成します。土地利用につい
て地元の皆さんと農業関連団体や農地所有者などと協議し、この
地域のあり方を、課題となっております氷見市都市計画マスタープ
ランの見直しに反映したいと考えています。
ソフト戦略では、氷見IC前の景観など玄関口のあり方を地域住民
とともに考えていく必要があります。道路を造るときには沿線が無
計画に開発されることを防ぐことも必要です。
ロンドンでは都市の周囲をグリーンベルトで囲み、それ以上街を大
きくしないことを決め、現在でもそれを守っています。
この地域でも、畑の意味、畑の残し方について、そして古墳などの
風景を次代にどのように伝えていくべきか、地域住民の皆さんと一
緒に考えていきたいと思います。

■可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□■未定
□参考意見
□不可能

商工・定住・都
市のデザイン課
都市計画・まち
のグランドデザイ
ン担当
74-8078
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区分 № 項目 意見の内容 回答
対応可能性
と対応時期

（H26.9月見直し）

対応策または
不可能な理由等

２６年度担当部署

会場 1227 下水道 ②下水道施設の延長についてはどうな
るのか教えていただきたい。

②氷見市の公共下水道事業は昭和５１年から汚水管の整備を開
始し、昭和５８年からは供用が開始されています。これまでに数度
の計画の見直しが行われています。
都市計画道路氷見伏木線の沿線につきましては、開通後の宅地
化が見込まれることから、区域の拡大を検討しているところです。
拡大する範囲については柳田地区とも協議し、今年度中に決定す
る予定としています。
また、下水道事業の新規地区への着手につきましては厳しい状況
にあり、今後は合併浄化槽での対応を推進したいと考えています。

■可能
□□対応済
□□年度内
■■次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

　拡大を予定している区域につい
ては、次年度以降に優先順位をつ
けて管渠の整備を行い下水道の
使用を可能とします。

上下水道課
下水道施設担
当
74-8081

会場 1228 福祉 学童保育を園地区コミュニテイセンター
で開設しているが、建設計画凍結中の
園市営住宅３棟目予定地に新規建設
してほしい。

氷見市では、学童保育の実施にあたって、地区に次の3点をお願
いしています。
一つ目は、学童を運営する協議会組織の設立
二つ目は、世話をされるスタッフの確保
三つ目は、施設用地の準備
です。これらの条件が揃ったときに、学童施設を開設することとして
います。今回の園市営住宅の用地について都市計画課に確認し
たところ、「１号棟から３号棟までの３棟を建設する条件で国庫補助
事業として認められ、旧市営住宅を解体し、道路の付け替えを
行ったものです。現在、１号棟（H16年度竣工）と２号棟(H19年度竣
工)を建て替えて、３号棟については財政的な理由から事業に着
手しておらず、保留の状態にあるが、一方で市営住宅入居への市
民の要望が多く寄せられている」とのことです。学童施設としての
整備は、国の補助事業の目的外使用となること、市営住宅への要
望が多いことから難しいと判断しています。

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
■不可能

子育て支援課
子育て応援担当
74-8117

会場 1229 福祉 学童保育施設（園コミュニティセンター）
の除雪についても前を通る市道除雪の
際についでにお願いしたい。

市道除雪は、市民の生活道路の確保を最優先に行っています。
施設の除雪については、基本的に施設で対応をお願いします。
なお、平成２３年度に地域支え合い体制づくり事業で窪地区に小
型除雪機械１台が配備されています。その活用も含めて地区で検
討いただければと思います。

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
■不可能

子育て支援課
子育て応援担当
74-8117
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区分 № 項目 意見の内容 回答
対応可能性
と対応時期

（H26.9月見直し）

対応策または
不可能な理由等

２６年度担当部署

会場 1230 福祉 冬期には道路除雪が優先されており通
学路である環状南線歩道の除雪が後
回しになって児童は車道を歩いてお
り、大変危険である。通学路の早い除
雪をお願いしたい。

降雪時の除雪は、通勤、通学の時間帯に間に合わせるため、短時
間に市内各地区で除雪を行う必要があります。近年は、除雪作業
への従事者も減少傾向にあることから、車道の除雪を優先せざる
を得ず、歩道の除雪はその後の対応となっています。しかし、環状
南線は通学路であり、車両の通行量も多いことから、児童、生徒の
安全を確保するため、早い時間帯での除雪の必要性を認識してい
ます。
歩道除雪は日中対応となっていましたが、この路線につきました
は、試行的に早朝（通学時間帯までに）の除雪を行っております。

■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

建設課
道の管理担当
30-7070

会場 1231 福祉 学童保育で見学など行事の際に、市有
バスの使用をお願いしたい。

市所有のバスの利用拡大は、バス運送に携われる民間事業者の
経営に影響を与えることから、難しいと考えています。学童保育の
民間バスの利用にあたっては、例えば、バスを利用される方から負
担金を徴収することでクラブの経費を補てんする方法が可能かと
思います。

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
■不可能

子育て支援課
子育て応援担当
74-8117

会場 1232 文化 窪公民館は、旧窪小学校の木造建物
を移設しており、老朽化している。窪公
民館の建て替え新築について要望した
い。

ハードを新しくすることで逆に使いづらくなることもあります。ハード
の前にそこでどのようなことをしていくかソフトについても考えてい
ただきたいと思います。今後、公民館のあり方等について検討いく
こととしており。その議論の中で他の施設も含め方向性を検討しま
す。

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
■参考意見
□不可能

生涯学習・ス
ポーツ課
生涯学習・文化
担当
74-8215

会場 1233 防災 人材育成、将来を担う人の育成が重要
な課題となっている。
自然災害では、三助の精神、特に自助
の精神を一人一人の方にしっかりと浸
透させることが必要です。災害時に自
宅からどこに逃げるのか、そこまで何分
かかるのか知っていることが重要です。
そのようなマップをそれぞれの地区の
全戸に配布してもらいたい。

先日、二日間の首長の防災研修に行ってきました。
人口１万人のまちでワークショップを505回開催し延べ2万人が参
加し、避難訓練を実施したとのことでした。地域においてこのような
活動をこまめに実施することが大切です。大がかりなものでなくて
も、例えば京都大学には災害時のカードゲームがあるそうです。こ
のようなゲームを通した机上訓練も有効だと思います。各地区でこ
のようなワークショップを開催することが重要だと考えています。
昨年、ハザードマップを配布しましたが、そのマップを基に地区の
皆様が集まり、一緒になって経路の確認等いただくことが非常に大
切なことであると考えます。
市としてもアドバイザーの派遣等積極的に協力してまいります。

■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

市民参加と協
働・防災のデザ
イン課
地域防災担当
74-8021
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区分 № 項目 意見の内容 回答
対応可能性
と対応時期

（H26.9月見直し）

対応策または
不可能な理由等

２６年度担当部署

会場 1234 農林 白砂青松の砂浜で有名な海岸林に松
くい虫被害が増大している。景観として
観光資源であり、防風林としても重要な
海岸林の被害対策についてお聞きした
い。
また、野菜の自給率を上げることが必
要、また、地産地消の取組も進める必
要があると考えているがどうか？

松くい虫対策については諸説あります。県管理でありますが、市で
も費用を計上し被害木を伐採しました。
地産地消の取組については、毎月１３日はヒミの日として学校給食
で氷見産の食材をだしています。また２９日は肉の日となっており、
氷見牛の消費もお願いしたいと思います。
野菜の自給率を上げることなどについては、１億円産地づくり条件
整備事業を活用し、白ねぎの生産量を上げることに取り組んでいる
ところです。また、生産農家が農産物を直売所において販売する
など地産地消に取り組んでいます。

■可能
□■対応済
□□年度内
□■次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

農林畜産課
林業・循環エネ
ルギー振興担当
74-8097

現地 2071 土木 海岸線の漂着物の除去について
海への排水路が流木で塞がれてしまっ
ている。道路下の配管まで詰まり、毎年
春先の清掃時には大変な労力と費用
がかかっている。

排水路の流木、土砂の撤去については、３月に実施しました。支
障がある場合は市へご連絡いただきますようお願いします。（№
1224再掲）

■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

建設課
治水・治山担当
30-7071

現地 2072 都市計
画

窪１２組休憩広場の樹木の剪定等につ
いて
樹木等を剪定し、きれいにしてもらえれ
ば、後の管理は地元でしていきたい。も
ともと自転車道の休憩広場として整備さ
れトイレもあったが、トイレは以前に撤
去された。また、広場内を用水路が
通っており、以前小学生が落下し死亡
した事がある。当時は柵もなく大変危険
であった。現在は柵がされている。

剪定を行いましたので、後の日常的な管理は地元にお願いしたい
と存じます。

■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

商工・定住・都
市のデザイン課
都市計画・まち
のグランドデザイ
ン担当
74-8078

現地 2073 土木 園地区の地盤沈下、園川の堤防につ
いて
園地区の田で地盤沈下により水路が下
がり、給水できない田が出てきている。
また、園川について山側の堤防が低く
なっており、増水時に溢れ住宅の床下
浸水などの被害が見られるようになって
いる。以前はこのような事がなかったの
で、上流の開発の影響もあると考えられ
る。

用水路については、建設課や土地改良区にご相談ください。園川
については、ご指摘のような影響もあるかと思いますが、大規模な
開発については、調整池等の設置を指導しております。

■可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□■未定
□参考意見
□不可能

建設課
治水・治山担当
30-7071



7　　

区分 № 項目 意見の内容 回答
対応可能性
と対応時期

（H26.9月見直し）

対応策または
不可能な理由等

２６年度担当部署

現地 2074 道路 園コミュニティセンターの除雪につい
て、前面の市道の除雪の際についでに
一緒してもらえないか。

市道除雪は、市民の生活道路の確保を最優先に行っています。
施設の除雪については、基本的に施設で対応をお願いします。
なお、平成２３年度に地域支え合い体制づくり事業で窪地区に小
型除雪機械１台が配備されています。その活用も含めて地区で検
討いただければと思います。（№1229再掲）

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
■不可能

子育て支援課
子育て応援担当
74-8117

現地 2075 土木 園川について山側の堤防が低くなって
いる。環状南線の橋端も段差ができ常
に補修が必要である。抜本的解決をお
願いしたい。

橋の段差については、必要に応じこまめに補修します。
堤防の嵩上げについては、現地を調査し対策を検討したいと考え
ています。

■可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□■未定
□参考意見
□不可能

建設課
治水・治山担当
30-7071

アン
ケ

3091 こども 氷見市民病院の夜間救急小児科な
し。
真冬深夜に子供が39℃で、小児科で
はないからと、凍結しているなか高岡ま
でまわされた。何のための救急？

富山県では、夜間や休日の初期救急医療体制を維持するため、
各医療圏の急患医療センターに小児救急外来を設置し対応いた
しております。
氷見を含む高岡医療圏においては「高岡市急患医療センター」が
対応し医療圏の小児科医がローテーションを組んで診療にあたっ
ています。
市単独で小児救急医療を確保することは理想ではありますが、小
児科医が極端に不足している現状では、医療圏単位での協力体
制による対応が現実的であることをご理解いただきたいと考えてお
ります。

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
■不可能

今後、夜間救急に対応できるだけ
の小児科医が確保できれば、県等
と協議を行い市単独の小児救急外
来の設置を検討したいと考えてい
ます。

病院事業管理
室
74-8126

アン
ケ

3093 こども 窪、柳田、園の通学路は狭く、除雪車
両が入らない。捨てるところがない。小
型除雪車購入補助してほしい。

自治総合センターの一般コミュニティ助成事業で、自治会の除雪
機を購入整備することができます。事業採択件数に限りがあります
が、地区で管理運用等を検討し、当課に要望していただきたいと
思います。

■可能
□□対応済
□□年度内
□■次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

市民参加と協
働・防災のデザ
イン課市民協
働・ファシリテー
ション担当
74-8013

アン
ケ

3094 公園、
住宅

番屋街に遊園地を作り、家族が集まる
にぎやかな場所にしてほしい。

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
■参考意見
□不可能

商工・定住・都
市のデザイン課
都市計画・まち
のグランドデザイ
ン担当
74-8078
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区分 № 項目 意見の内容 回答
対応可能性
と対応時期

（H26.9月見直し）

対応策または
不可能な理由等

２６年度担当部署

アン
ケ

3095 健康 トレーニングセンターの器具を定期的
に入れ替えを。古い。

トレーニング機器は高額のものが多く、短い周期での入れ替えは
難しいと思います。
人気の高い機器についてはリース（ランニングマシーン：５年、エア
ロバイク：３年）とし、定期的に新機種への入れ替えに取り組んでい
ます。
今後、利用者の皆さまのニーズにあった器具の入れ替えに努めて
まいりたいと考えています。

■可能
□□対応済
□□年度内
□■次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

生涯学習・ス
ポーツ課
生涯スポーツ担
当
74-8446

アン
ケ

3096 こども 保育園の民営化がなされていますが、
これこそ市が主となって運営されるべき
ではないでしょうか？

核家族化等家族のあり方や子育て環境が変化するなかで、子育
て家庭の保育ニーズも多様化しています。公立保育所の民営化
は、民間の持つ柔軟性や独自性などを活かし、多様化する保育
ニーズに的確・迅速に対応し、保育サービスの向上を図るもので
す。現在は、平成１７年に策定した「氷見市公立保育所民営化等
実行計画」に基づいて、民営化を進めていますが、全ての保育所
を民営化するというわけではなく、今後も行政と民間がそれぞれ必
要な責任と役割分担をしながら、保育所の運営を行います。

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
■参考意見
□不可能

子育て支援課
保育サービス担
当
74-8116

アン
ケ

3097 防災、
原発

津波対策、松田江浜の護岸堤（現在、
新川～民宿池永亭まで道路の高さしか
ない。）

県は平成２４年３月に津波高を3.3ｍと想定しました。松田江浜の護
岸高は3.5mであり、現時点での津波対策は必要ないとのことで
す。

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
■参考意見
□不可能

建設課
治水・治山担当
30-7071

アン
ケ

3098 防災、
原発

防災スピーカーが聞きにくい箇所があ
りますので、点検願います。（窪　中仙
道から小学校側）

海清保育園近くで確認しましたが、反響の影響は若干あるものの、
音声の到達には問題ないと判断しています。
しかしながら、防災行政無線は気象条件に影響されやすいことか
ら、警報は能越ケーブルテレビや市ホームﾍﾟｰｼ、メール配信サー
ビスなど複数の手段により情報を伝達しています。
なお、防災行政無線のテレホンサービスを９月１日より運用開始し
ました。0180-99-7777

■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

市民参加と協
働・防災のデザ
イン課
地域防災担当
74-8021

アン
ケ

3099 観光 海岸線美化について（きたない） 海岸環境の保全には、利用者の倫理観が最も大切であり、今後、
看板設置による注意喚起を図るなどの対策を検討したいと考えて
います。

■可能
□□対応済
□□年度内
□■次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

観光・マーケティ
ング・おもてなし
ブランド課
メディア・プロ
モーション・観光
おもてなし担当
74-8106
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区分 № 項目 意見の内容 回答
対応可能性
と対応時期

（H26.9月見直し）

対応策または
不可能な理由等

２６年度担当部署

アン
ケ

3100 農林業 西条畑地かんがい用水の改修計画の
有無

市としても、喫緊の課題であることを認識しております。平成２６年
度からは、県において事前調査を行っており、国の防災減災事業
の早期採択にむけ県に要望を行っております。

■可能
□□対応済
□□年度内
□■次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

建設課
農林業基盤整
備担当
30-7011

アン
ケ

3101 環境 松枯れ対策 松くい虫の被害木は、県の事業で伐倒されてきました。平成２４年
度、平成２５年度と松くい虫の被害量が多く、枯損木が残っている
状況です。
今年は緊急の対策として、市も松くい虫の伐倒駆除を実施し、県と
協力して枯損木の伐倒駆除を実施します。また、健全木への被害
拡大を防ぐために薬剤の樹幹注入も実施します。

■可能
□■対応済
□□年度内
□■次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

農林畜産課
林業・循環エネ
ルギー振興担当
74-8097

アン
ケ

3102 防災、
原発

山に囲まれた氷見市。原発について
は、新川から南、窪地区は30キロ圏外
ということで何も訓練がない。市外で働
く者が多いので、少なくとも住民代表、
自治会役員の参加あるいは資料配布
等、情報をもっと流していただきたい。

30km圏はあくまでも目安であり、事故の状況によっては30km圏内
外区別なく対応することになります。30km圏内の訓練を優先するこ
とにはなりますが、情報の提供に努めるとともに、圏外の訓練につ
いても検討してまいります。

■可能
□□対応済
□□年度内
□■次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

市民参加と協
働・防災のデザ
イン課
地域防災担当
74-8021

アン
ケ

3103 介護 社協の車椅子搬送車2台。予約が多す
ぎて病院利用の時間帯日時、なかなか
思うにまかせない。市として、車の増車
または社協援助考えてほしい。

現在、車椅子等の搬送車として、氷見市社会福祉協議会で２台、
氷見民間救急で６台、日中、稼働しています。
利用者ニーズを把握した上で、民間事業者の参入を促進していき
たいと考えております。

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
■参考意見
□不可能

福祉介護課
介護保険担当
74-8066

アン
ケ

3104 環境 幹線道路を見ても、車からのごみポイ
捨てのマナーの悪さが止まらない。市と
して美化運動にもっと力を入れ、番屋
街やら、観光客の市イメージダウンをき
たさないよう方策を。

不法投棄防止の看板等の設置と併せ、市広報やチラシを全戸配
布し環境美化意識向上を図るとともに、各種団体や近隣店舗への
不法投棄防止活動への協力を呼びかけていきます。

■可能
□■対応済
□□年度内
□■次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

環境・交通防犯
課
環境保全・ごみ
処理施設担当
74-8065
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区分 № 項目 意見の内容 回答
対応可能性
と対応時期

（H26.9月見直し）

対応策または
不可能な理由等

２６年度担当部署

アン
ケ

3105 学校 講師依頼を受けて打ち合わせ訪問をし
たけれど、担当教諭が最初に校長に紹
介しない！？

学校より、日頃の教育活動や子どもたちの学習に、地域の方々に
ご協力いただいていることを伺い、大変感謝しております。
ご指摘の事柄は、地域の方の学校に対する熱い思いを感じ取る心
に欠けた行為であり、申し訳なく思います。地域と学校が連携・協
力して子どもたちを育てるためには、信頼関係が基盤となります。
今後は、学校の意識改革を図り、学校と地域の方の距離を一層近
づけていきたいと考えます。
氷見市におきましては、今後も、地域と学校の協働により、地域社
会みんなで子どもたちを育てていく活動を展開していきますので、
ご協力よろしくお願いいたします。

■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

学校教育課
指導担当
74-8213

アン
ケ

3106 その他 市の設置施設、植物園、市民病院、番
屋も　駐車場から施設への雨天用屋根
通路がない。

市民病院には一部設置しておりますが、他の施設には設置してお
りません。雨天時には御不便をおかけしております。
市役所新庁舎の障害者用駐車場から庁舎へのアプローチにつき
ましては、屋根を設置いたしました。

■可能
□■対応済
■年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

財務課財産管
理担当
74-8035

アン
ケ

3107 その他 今年、松枯れ防止の薬剤散布県作業
時に市の担当が立会いしていたのか？
実施張り紙後、空中散布は見られな
かったと思う。手抜きしたのでは？

薬剤散布は、毎年県の委託を受けて、地上からの薬剤散布を実施
しており、市職員は散布日には必ず立会いしています。以前は、
有人ヘリコプターによる薬剤散布でしたが、民家や田畑が隣接す
ることもあり地上散布に切り替えられました。現在は、県と無人ヘリ
コプターによる薬剤散布試験を実施し、散布方法を検討していま
す。

■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

農林畜産課
林業・循環エネ
ルギー振興担当
74-8097

アン
ケ

3108 その他 市民病院に対する要望
私の知人で高岡市民病院にかかって
おりましてが遠いので、氷見市民病院
の内科医に入院させてほしいと話しま
したところ、非常に態度が悪く、30分く
どくど言われ入院させてもらえず、高岡
市民病院に入院いたしました。個人病
院ならいざ知らず、公立病院でこのよう
なことをする病院は氷見市民の病院で
はないと思います。本人は二度とこの
病院に行きたくないといっております。

ご指摘いただいた内容は、早々に指定管理者として病院を運営い
ただいている金沢医科大学に伝え内容の調査、改善等をお願い
いたしました。
また、金沢医科大学では、独自に医療相談窓口を開設するととも
に、院内各所にご意見箱を設置するなどし、少しでも多くの病院利
用者の声をお聞きし業務改善に努めたいと考えておられますの
で、今後とも忌憚のないご意見をお寄せ下さるようお願いいたしま
す。

■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

病院事業管理
室
74-8126
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区分 № 項目 意見の内容 回答
対応可能性
と対応時期

（H26.9月見直し）

対応策または
不可能な理由等

２６年度担当部署

アン
ケ

3109 こども
高齢

安心できる公園を作ってほしい。 平成２７年度からの５カ年を計画期間とする子ども・子育て支援事
業計画の策定にあたり、検討しております。

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
■参考意見
□不可能

子育て支援課
子育て応援担当
74-8117

アン
ケ

3110 スポー
ツ

大浦野球場のグラウンド整備。雨水が
流れた後、溝になっている。

野球場の修繕については、関連する課と協議し整備に努めます。
また、野球協会や利用チームには、これまで同様に使用前、後の
グラウンド整備をしっかり行なうようにお願いしていきます。

■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

＜野球場の修繕
等＞
商工・定住・都
市のデザイン課
都市計画・まち
のグランドデザイ
ン担当
74-8078

前後 4060 土木 園生神社の鳥居付近で陥没している
箇所が見つかっています。また大雨に
なると神社下の民家で、神社からと思
われる土砂の流れを約一年前から確認
されています。

県と対策を協議しています。雨の日に再度、現状を確認します。県
では、急傾斜地崩壊防止対策の事業化に向けて対応を検討中で
す。

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
■参考意見
□不可能

建設課
治水・治山担当
30-7071


